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1 )宇野弘蔵 r経済原、論J (合本改版)，岩波書底， 1977年(以下 ~I日原論s と略記)，同 r経済原論a 岩波全書， 1964年(以
下.新原論』と略記)。
2) Karl Marx， Das Katital. Bd. 1. Il， Il. in: Marx-Engels ltセrke.Bd. 23.24.25. Dietz Verlag. 1962. 1963. 1964. 


























r経済原論議義』東大出版会， 1985年(以下 r講義』と略記)，第 l編，同 r価値論の射程」東大出版会， 1987年(以下，
r射程aと略記)，第 I部，を参照されたL、。また.村上和光「流通形態としての価値j，r金沢大学教育学部紀要s第27号.





ついては，宇野弘蔵編 r資本論研究J I.筑摩書房， 1967年(以下 r研究J 1と略記)，第2部「貨幣の資本への移行J，「資
本の一般的定式とその矛盾J (鎌倉孝夫稿)，村上和光「貨幣の資本への転化J・佐藤金三郎他編 r資本論を学_;:J 1. 有「菱
商， 1977年.山本哲三「貨幣の資本への転化j. 降旗節雄編 r経済学原理論ーー一論争史的解明一一」社会評論社， 1979年，時
永淑 rく資本論〉におけるく転化〉問題』御茶の水書房. 1981-'手，等を参照きれたい。なお，安j十イ|萎三(ま，"ルクスの「貨
幣の資本への転化J 論と宇野の「資本形式」論は課題を異にするものとする(安井修二 rく資本論〉の競争論的再編』香川
大学経済学会. 1987年， 38-48ペー ジ)。
5 )鈴木鴻一郎編『経済学原理論』上，東大出版会. 1960年，降旗節雄『資本論体系の研究』青木書16. 1965年，第 I編第2
章.岩田弘 r世界資本主義』未来社， 1964年，第2章.伊藤誠 r価値と資本の理論』岩波書庖. 1981年，第2章，等を参照。
6 )宇野 r研究J 1. 316-325ページ，宇野弘議 f"ルクス経済学の諸問題』岩波書庖， 1969年(以下 r諸問題』と略記).
42-43ペジ，等。
7)字野町日原論J，72， 73， 77ページ r新原、 ~íilìJ ， 41ペー ジ。
8)字野 fl日原論J，75-76ページ。








マルクスはー『資本論』第 l巻第 2篇第4章「貨幣の資本への転化」の第 l節「資本の一般的定式」
で〉商品流通世界における 2つの「流通形態」としてW-G-WとともにG-W-Gの存在を確認
したうえで (K..1 .S.161.岩(1)， 256ペー ジ， S.166，岩(1)， 263ペー ジ)， iこの後の方の流通を描いて運
動する貨幣は，資本iこ転化され，資本となるJ (K.， 1 .S.162.岩(1)， 256ページ)としている。そし
て， G-W-Gが「無意味で、無内容なものJ (K.. 1 ，S.162.岩(1)， 257ページ)でないためには I完全
な形態J (K..I.S.165.岩(1)， 262ページlG-W-G'でなければならないとされ，第 l節の末尾で「事
実上G-W σは，直接に流通部面に現われる資本の一般的定式であるJ (K.. 1 ，S. 170.岩(1)， 271 
ページ)と規定きれることになっている。第2節「一般的定式の矛盾」では iその純粋な形態にお
いては必ず等価の交換となる J(K.， 1 . S .174.岩(1)，279ページ)ような商品の流通過程においてはC
W-G'は存立の余地がないとされ，等価交換とG-W-G'との矛盾は，第3節「労働力の買いと売
り」において，使用価値自身が「価値の源泉であるという独特の属性をもっており，したがって，






















る商業資本や高利貸資本J (K.， I，S.178，岩(1)， 285ページ)は，ここでの直接の考察の対象から除外







れる「自動的な主体J (K.， I，S.169，岩(1)， 268ペー ジ)， i自己過程的弘自動的な実体J (必id.，岩(l)， 














12)この点の指摘について，水谷清 r資本主義の基礎形態』御茶の水書房， 1970年， 195， 202-205ペー ジ，浜田好通「貨幣の
資本への転化J.鈴木鴻一郎編著f-;>ルクス経済学j (セ Eナ 経済学教室 1)日本評論社.1974年.142ペー ジ，小倉手1丸r<労
働力〉商品の特殊性について 売買形式と階級関係一一J. r富大経済論集J(富山大学).第27巻l号. 1981年7月， 9べ
























し， したがってその商品の所有者の社会的な富の大きさを示しているJ (K. .I.5.147.岩(1). 232べ
14) G-W-G'とW-G-Wを比較して，前者は運動の繰リ返し.循環の必然性を有するのに対L.後者はそれを有きないと
しその変態運動の非自立性を説くことが.字野派の内部では一般的であるように思われる(例えば，宇野町日原論J. 71ペー








の契機を消去している(山口 r講義J. 55ペー ジ)。
16)山口重克は.流通主体の行動の関係性を表現する個別的な交換力としての価値を，価値の実体としての労働と交換価値と



































17) Karl Marx， Grund門・seder Politischen Okonomie， Rohenl削 trf1857-1858， Dietz Verlag， 1953， S. 59，高木幸二郎監
訳 r経済学批判j要綱J 1.大月書庖， 1958年， 62ページ.をも参照されたい。
18)字野弘蔵・向坂逸郎編 r資本論研究』至誠堂， 1958年， 237ベー午/<;-
19)宇野弘蔵r資本論に学ぶ』東大出版会， 1975年， 156ページ。また r経済学では方法も模写きれる」とし叶表現もある(字












































んじゃないかと思う J (宇野 r研究J 1. 316ベ ジ)と述べて，商品.貨幣，資本の諸規定の展開方法を要約しているが，
三者に通底する論理展開の方法が耳元リ出きれえていないように思われる。山口の流通主体の行動論ないしは行動論アプロ一
千とよぴうる方法は.この点を明示したものといいうるのである(山rJr射程L 第 I部第 l章を参照されたLサ。



























29)前掲，宇野 r経済学を語るJ. 197-198ペー ジ，参照。
30)宇野は「経済の原目IJはLゆ通なる社会でも人間行動の準則としてこれによるのが経済的ということになる。商品経済は.こ
の原則を法則として実現しているので，社会主義l立法射を廃棄して直接原則によろうというのだJ (前掲.宇野r経済学を語
るJ. 244ベージ)と述べて，あらゆる社会に共通な「経済の原則J を「人間行動の準目IJJ とし.この原則に則ることを「経
済的」であるとしているのであるが，ここでは「経済的」であることはeconomicてすまあっても，必ずしもuneconomicalて'あ
ることが排除きれないということが明確にされるべきであろう。字野には他にも.効率性の原則として経済原則が理解され
ているところがある(宇野弘蔵 r資本論の経済学』岩波新書.1969年. 6 -7ペー ジ，前掲，宇野『経済学の効用心 9-10 





























る。原理li，この行動を支配するj法則を明らかにするのであるJ (字野弘蔵『経済学方法論』東大出版会. 1962年. 26-27ペ
ージ)と。ここで r商品経済の法目IJが価値法刻や人口法見IJ. 干IJ潤率均等化等の法則て刷ないことは明らかであれ効率性の
追求という「人問行動の準QIJ の意味に用いられているということができょう。






らなL、」という(大内力「経済j阜、論a上.東大出版会. 1981年. 206ペ ジ)。武井邦夫は. G-W-G'定式の一般性を. 3 
形式の共通性にではなし諸流通園の統合機能に求め(武井邦夫吋IJ子生み資本の理論s時潮社. 1972年. 92-93ページ).
4、幡道S11ム資本の個別性.部分也任意性を表現するとニろに求めている(小幡道昭「資本の一般的定式と産業資本J. r経



























3様に読めるように思われる o(a')資本の 3形式は現実の産業資本の性格の 3面を示す，とし汁解釈
































本主義の基礎形態J. 209. 213. 234-235ページ，波辺寛「資本形式論の方法J. L1J口重克・平林千牧編 r?!L-:クス経済学・
方法と理論』時期社. 1984年. 115ベージ.桜井毅他編 r経済学J 1. 有斐rl<1. 1980年. 126ベ ジ(平林千牧稿入小林弥六
『流通形態論の研究』青木書l苫. 1969年. 224 -225. 244ページ，等。なお.宇野弘蔵編『演習講座・経済原論J (新訂版l.
青林書院新社. 1967年. 69ページ F[日!京 ~ijfiJ. 77ページ r研究J 1. 327ページ，等も参照されたL、。
37) 字野『新 1Jl( ~jむ. 45べージC
38)宇野 r諸問題ゎ 43ベージc また.前掲，宇聖子 r経済学の効用J. 16-17ベ ジ，をも参照。
39)宇野『新l原論J. 44べージとまた r諸問題J. 23ベージ.をも参照。前掲.小倉「資本形式論の再検言.tJ • 武井邦夫 r経済
!反論J ~l-今書院. 1989年.は流通形態論としては産業資本的形式は展開されえないとする e
40)前掲.宇野 r経済学の効用J. 90べーン。
41 )前1&.宇野 r経済学を諮るJ. 81ベ ジ。
42)前掲.宇野 !r*}i斉学の効用J. 90ページc
43)資本形式論は朕史的性絡を令ーするとする宇野の所説を積極的に評価する見解として.鎌倉孝夫 r経済学方法論序説』弘文




































46)宇野町日!京論ゎ 74ベ ジ，前掲. '1、*番「資本の一般的定式と産業資本J. 65ページ，参照。
47)宇野が.G…G'の金貸資本的形式について，資本家的活動を消極化して.利子率の確定性にもとづきその自己増殖性を強































であろう(内山節 r労働の哲学一一労働過程史の方法--J田畑書1苫. 1号82年. 15ページ)。芳賀健ーは.労働力商品化の繕
造宇雇用形式と賃労働の2層に区分し，前者を商品経済一般に共有きれる範曙.流通論の次元に属するものとする(芳賀健
_ r雇用形式と賃労働一一〈労働力商品川じ論の再検言f一一」下 r富大経済論集J (富山大学).第34巻 l号. 1988年 7月.
69ベー シ)。































52) G…G'形式の寄生性についてはすでに指摘されてきたが(大内力他 r経済学概論a東大出版会， 1966年， 198ページ[大内
秀明務])，この形式が価値増殖の関係の重層住を示す点li明確でなかったように恩われる。なお.ここでの寄生性は， 7ル
クスが「高利も商業も与えられた生産様式を搾取する J (K. .II. S.623.岩イ7).452ページ)と述べているような前資本主義
的な資本形態の寄生性のことではない。



























































































































る方法j (同， 41ペー ジ)， r対象が構造的に発生してお，)，しかもそれらが層次的な倦造をなしている歴史的現存を.その倦
造にそくして価値概念を手ー持トリとして解説してしベ方法j (同， 42ページ)と敷fiしているが.この構造化論的方法と行動論
的方法の関係が不明確であるように思われる。
-34-
